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序

国分寺市内には、史跡武蔵国分寺跡をはじめとして数多くの遺跡が存在しています。中には

今から2万年前まで遡る先土器時代の遺跡もあり、市域が古くから人々の生活の場となってい

たことが伺えます。これらの遺跡は、市内の東南部を流れる野川に沿った武蔵野台地と呼ばれ

る高台に多く存在し、これまでに何回か発掘調査が行われました。遺物は石器や礫が主体で、

これらの研究をまとめた報告書も刊行されています。有名な遺跡として熊ノ郷遺跡、殿ケ谷戸遺

跡、多摩蘭坂遺跡、花沢東遺跡等があります。

本調査地は、こうした遺跡に隣接した国分寺市N0.37遺跡として登録されている地域で西恋

ケ窪3丁目に所在します。内容は、先土器時代、縄文時代、奈良・平安時代の遺物の散布地と

して捉えられています。

発掘調査は、平成元年と2年の2ケ年にわたり行われましたが、府中街道と武蔵野線との間

の限られた調査範囲にもかかわらず、先土器時代から歴史時代の遺構、遺物が多数検出され、

特に先土器時代の遺物を多く包含していることが明らかとなりました。

ここにその調査成果を報告書として公にする運びとなりましたことは、一重に調査団長をは

じめとする調査団各位のご尽力の賜物であります。

本報告書が広く埋蔵文化財の保護普及に役立つと共に、調査により得られた資料が学術資料
として活用されれば幸いです。

最後に、調査の主旨を理解され多大なご協力とご援助をいただいた東京都建設局北多摩北部

建設事務所の関係各位、ならびに多くの方々に厚く御礼申しあげるしだいてあります。

平成3年3月20日

調査会長星 野 亮 勝
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1.本書は、国分寺都市計画道路2・2・11号線(主要地方道所沢府中線第17号)、府中街道の

整備工事に伴う発掘調査報告書である。

2.本調査は、東京都北多摩北部建設事務所から国分寺市遺跡調査会に委託されたものである。

3.発掘調査は平成元年12月27日から平成2年3月20日、平成2年5月23日から同年12月3日

まで行い、整理および報告書作成は平成3年3月20日まで国分寺市遺跡調査会恋ケ窪事務所
で行った。

4.調査は上村昌男が専従した。

5.本書の執筆・編集は、滝口宏、永峯光一、大川清、坂詰秀一の監修のもとに上村昌男、上

敷領久、板倉歓之の各調査員が分担した。執筆分担は下記のとおりである。

上村昌男 Ⅰ、II-(1)(2)、III, IV-(3)

上敷領久 IV-(1)、Ⅴ、VI

板倉歓之 IV-(2)

6.発掘調査から報告書作成に至る過程で、次の方々から御教示、御協力をいただいた。(敬称
略、順不同)

有吉重蔵、福田信夫、広瀬昭弘、早川泉、河内公夫、中村宣弘、品田圭二

7.発掘および整理参加者(敬称略、五十音順)

発掘作業

岩崎洋、太田立也、小池和彦、中田一夫、畑山豊、藤崎努、松澤修

整理作業

井村みゆき、大城戸玲子、大羽正子、岡島チヅエ、加藤はす、木村初江、島崎恵美子、須

崎幸子、外谷悦子、千葉則子、内藤眞由美、楢岡ゆう子、野村美智子、長谷川光子、原田

瑞枝、東清子、深瀬恵津子、村山資子、森安敦子、山岸加寿子



凡 例

1.遺構は、各遺構毎の発見順に連続番号を付し、下記の遺構番号を冠して表記する。本文中

においては、「SDI溝跡」の様に記述する。

SD 溝跡・溝状遺構、SK 土坑、ピット 小穴、ユニット 石器礫集中地点

2.各トレンチの遺構配置図に表示した数字は国家座標第9系をもちいて距離を表わしている。

X軸が南北ライン、Y軸が東西ラインを表わす。断面図表示の数字は水糸レベルで、海抜高

を示す。

3.スクリーントーンの指示は次のとおりである。

遺構

調脳劇泌レ聞 盛土 [二==▽% VI・Vll1・IX層 匣■冒しし■ ローム層
遺物

磨り面

4.遺物分布図に於ける記号(●▲)の指示は各図面に表記してある。

5.写真図版のうち出土遺物は、図面の番号と対照にした。例えば「10-1」とあれば、「図面

10-1」を指す。

6.遺構図面、遺物図面は次の縮尺に統一した。

各トレンチ1/200,土坑・溝1/40,断面図1/40,遺物分布図1/80,遺物実測図1/1・1,/2

7.遺物図版は次の縮尺に統一した。

石器・礫1/1,石器の一部1/3
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T
- 調査に至る経過

昭和63年12月27日付国教文収第551号にて東京都北多摩北部建設事務所(以下北々建)より国

分寺都市計画道路2・2・11号線(通称府中街道)の整備工事を施行したい旨の届出が市教委

文化財課に提出された。

工事区域は国分寺市No.37遺跡の範囲に該当するため、試掘調査を実施することで北々建と

協議を行なった結果以下の内容で合意した。

①試掘調査は遺跡内で工事範囲の内の約30%を対象とし、3箇所にトレンチを設定して実施

する。

②試掘は歴史時代・縄文時代・先土器時代の3時期について調査を行う。

③試掘調査で遺構、遺物が多数検出された場合は、これらの遺構・遺物の発掘記録作業を行

い、未調査部分について再度本調査計画書を作成し追加調査を行う。

④試掘調査で遺構・遺物が検出されない場合、あるいは少量検出された場合は、これらの発

掘記録作業を行い終了とする。

試掘調査は平成元年12月27日に開始し、平成2年3月20日終了した。結果は3箇所設定した

トレンチより歴史時代、縄文時代、先土器時代の遺構・遺物が多数検出されたため、工事範囲

の中で残り部分について本調査を行うことで協議を行い、平成2年5月23日より本調査に着手

した。尚これら一連の調査を国分寺市No.37遺跡の3次調査(K37- 3 )として登録されてい

る。

国分寺市遺跡調査会組織 呼成3年3月現在)

J
亮
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孝
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員→
長
長
事

会
会
副
理

国分寺市文化財保護審議会委員長

東京都文化財保護審議会会長

東京都文化財保護審議会委員

))

国士館大学教授

国分寺市長.

国分寺市教育委員会委員長

国分寺市教育委員会教育長
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金 丸 義 一 (建築史)

未 定 (仏教史)

(古環境)

(保存科学)
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一事務局一
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IⅠ 調査地区の概観

1.調査地区の位置・立地

国分寺市No.37遺跡は西恋ケ窪3丁目に所在し、分布調査などにより先土器時代、縄文時

代、奈良・平安時代の遺物が散布している地域として登録されているが、その内容は明らかで

はなかった。

既往の調査において本遺跡内では2地点の発掘調査を行っている。その内、本調査地の北側

で市道2・2・8号線の工事に伴う発掘調査において先土器時代の石器、礫、炭化物が検出さ

れ、本遺跡が先土器時代の遺物を包蔵している遺跡であることが推察されていた。

次に周辺地域の遺跡の状況について説明する。本遺跡の東側、恋ケ窪谷をはさんだ対岸には

恋ケ窪遺跡があり縄文時代中期、勝坂期から加曽利E期の集落に係る遺構が多数検出されてお

り、その他、先土器時代の遺物や歴史時代の遺構が発見されている。また北側の谷をはさんだ
(註1)

対岸には、先土器時代の遺跡として有名な熊ノ郷遺跡があり、数回の発掘調査が行われ、ハー

ドローム層中より礫群や石器の集中部分が検出されている。

今回の調査は恋ケ窪谷の西側台地上に位置し、本遺跡の東側に南北方向のトレンチを設定し

発掘調査を行うこととなった。このことより当遺跡の先土器時代や縄文時代の遺構、遺物にっ

いての分布範囲がより明確になると考えられる。

(註1)吉田格 1952「武蔵野台地の縄文時代以前の遺跡と遺物、東京都熊ノ郷・殿ケ谷戸遺跡」

2.層 序

No.37遺跡は武蔵野段丘の縁辺に位置し、基本層序はAトレンチ、Eトレンチ、Dトレンチの

深掘り土層断面を使用した。

Ia層 盛土。 調査地が道路の周辺であるため、南側で20cm北側で80cmの範囲で検

出される。

Ib層 表土耕作土。 暗褐色で乾燥するとパサパサして崩れる。下部はII層の黒褐色土が

まじる部分がある。・・・(Aトレンチのみ検出)

ⅠIIb層 暗茶褐色土。 下部に行くほど茶褐色が強くなる。縄文時代の遺構はこの層の下部

より検出された。

ローム漸移層約10cmの範囲で検出される。

ソフトローム層、先土器時代の遺物が下部よりVa層にかけて出土し

ており第1文化層とした。

IIIC層 茶褐色土。

IV 層 黄褐色土。
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II 調査地の概観

ハードローム層、色調とスコリア粒子の相違によりⅤ層はa1 bの

2層に分けられる。aは、細かいスコリア粒子を含み、中位より先土

器時代の遺物が検出される。

Vb層 暗黄褐色土。 ハードローム層、Ⅴa層にくらベスコリア粒子が大粒になる。先土

器時代の遺物もこの層からの出土点数が多く第2文化層とした。

VⅠ 層 黄暗黒褐色土。 立川ローム層の第1黒色帯に該当する。黒色スコリア粒子が多く含

まれる。

灰白褐色土ブロックを多く含み削るとジャリジャリするが、始良丹

沢火山灰(AT層)に該当する層と考えられる。

Vlll a層 黄暗黒灰褐色土。立川ローム層の第2黒色帯の上部に該当する層である。本層中より

先土器時代の遺物が検出され第3文化層とした。

Vl11 b層 暗黒黄褐色土。 Vlll a層よりさらに黒色味を帯びる。

IXa層 黒暗黄褐色土。 暗灰褐色土のブロックが全体に散らばっている層である。

IXb層 黒暗茶褐色土。 立川ローム層の第2黒色帯の下部に該当する層である。

以上のような土層が観察され、これら各層より遺構、遺物が検出された。傾向としては北へ

傾斜して土層が堆積している様子である。

Ⅴa層 黄褐色土。

ⅤII 層 黄褐色土。
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II 調査地の概観
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III.発掘経過

国分寺都市計画2・2・11号線整備に伴う試掘調査地は、国分寺市西恋ケ窪3丁目721～4、

725、644、647、648番地に位置し、道路整備内容で埋蔵文化財に影響ある部分について事前に

A.B.Cトレンチを設定し、平成元年度に調査を行った。その結果、各々のトレンチより歴

史時代の溝跡や土坑、縄文時代の土坑やピット、先土器時代の遺物が集中する地点が確認され

た。これら遺構、遺物については、同年に本調査を行い記録作業を終了した。

試掘調査において遺構、遺物が多数検出されたため、平成2年度は、遺跡内の工事対象地域

の内で残り部分について、D.E.Fトレンチを設定し本調査を行った。検出された遺構は縄

文時代のピットが多数と、先土器時代の石器、礫が集中した部分(ユニット)があり、記録作

業を行った。

以下各年度の調査経過の概略を記することとする。

平成元年度試掘調査

試掘調査期間 平成元年12月27日から平成2年3月20日 実働日数54日

試掘調査面積 Aトレンチ 歴史時代276m2 縄文時代276m2 先土器時代82m2

Bトレンチ 歴史時代30 . 6m2 縄文時代30.6m′ 先土器時代11.5m2

Cトレンチ 3時代とおして53m2

発見遺構 歴史時代 溝跡7条 土坑1基

縄文時代 土 坑 3基 ピット 51個

先土器時代 文化層 2面

平成2年度本調査

本調査期間 平成2年5月23日～同年12月3日 実働日数108ヒ」

本調査面積 Dトレンチ 歴史時代63 . 4m2 縄文時代63 . 4m2 先土器時代54.2m2

Eトレンチ 3時代とおして77 . lm

Fトレンチ 歴史時代217m2 縄文時代217m2 先土器時代Ⅱ7m2

発見遺構 縄文時代 土 坑 1基 ピット 83個

先土器時代 ユニット 2基 土 坑 2基

各々調査トレンチの進行状況について第1、2表にまとめてあるので参照されたい。
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IV.検出遺構

(1)先土器時代

先土器時代の調査はAトレンチ(82m2)、Bトレンチ(11.5ml、Cトレンチ(53m2)、Dトレ

ンチ(54.2ml、Eトレンチ(77.1m2)、Fトレンチ(117rn")について行い、調査総面積は394.8

m2である。これらの調査地点の中でA1D1 Fトレンチについて石器の集中が認められた。特

にFトレンチについてはユニットが2箇所検出され、Dトレンチにおいては、浅い皿状の土坑

が2基検出された。

基本的な文化層は、IV～Ⅴ層間にナイフ形石器を主体とした第1文化層、Ⅴ～VI層間(第1

黒色帯)にナイフ形石器を主体とした第2文化層、V111層(第II黒色帯)中に石刃状剥片を主体

とした第3文化層が確認された。

ユニット1(図面3 図版4)

Fトレンチの南側に位置し出土層位はVI層下面からⅤa層上面にて検出された。ユニットの

規模は分布の範囲約4～5mで厚さ0.6mを測り、集中範囲は直径1.8mの円形を呈する。組成

は主に刃部調整剥片・石核調整剥片・石核であり、ナイフ形石器を1点含む。

ユニット2(図面3 図版4)

Fトレンチの中央で、ユニット1の北側3mに位置する。出土層位はⅤa層～Vb層で、特

にVb層の下面に集中して礫、石器が検出された。ユニットの規模は分布範囲が東西約5m,

南北約10mで厚さ1.5mを測り、集中範囲は直径4.Omの楕円形を呈する。組成は主にナイフ形

石器・小形の石刃状剥片・石核である。さらに細石刃が1点検出された。なおユニット2内に

は被熱を受け破砕した礫が多数検出され、炭化物もまじって発見された。

SK5土坑(図面6 図版5)

Dトレンチ北側に所在し、確認された層位はVII層面である。長径1.8m,短径0,64m,深さ26

cmを測り、舟形を呈するものである。底面は平担で、壁は南側がなだらかに立ち上がり、その

他は垂直ぎみに立ち上がる。覆土は2層に分層され黄暗黒褐色土でスコリア粒子が含まれ少量

炭化物がまじる。なお本土坑の上層であるⅤII層中には炭化物の分布が認められた。

SK6土坑(図面6 図版5)

-12-



IV.検出遺構

Dトレンチ北側に所在し、SK5の南に隣接する。確認された層位はⅤII層面で、規模は長径

1.37m1短径1.Om1深さ27cmを測る。平面形は楕円形を呈し、底面に径0.2mのピットを有し、

壁はなだらかに立ち上がる。覆土は、上下の2層に分層され黄暗褐色土でスコリア粒子が含ま

れる。遺物は剥片や礫が包含されているが、Dトレンチで検出されている石器集中地点との関

連は認められなかった。

Aトレンチ石器集中地点(図面1 図版2)

Aトレンチの北側に位置し、集中密度はユニットとして把握できるほどでないがⅤ層上面に

尖頭器・掻器・錐・台形石器と石核や剥片を主体とする石器群が東西方向に認められた。

Dトレンチ石器集中地点(図面2 図版3)

Dトレンチ内の石器集中地点は、Dトレンチ南に位置し、集中密度は、ユニットとして把握

されるほど高い密度ではないがIV～V層間にナイフ形石器を僅かに含み、石核と短い石刃状剥

片を主体とした石器群が北、東方向に広がっている。さらにⅤ111層(第II黒色帯)中には砕片に

混じって長い石刃状剥片が2点検出されている。Dトレンチ内の二枚の文化層から出土した石

刃状剥片は、剥離技術に明確な違いが認められた。

(2)縄文時代

縄文時代の調査は、A～Fトレンチのすべてにおいて実施され、その調査面積は717.lm"であ

る。これらのうち、A・Dトレンチにおいて土坑が4基、また各トレンチにおいて多数のピッ

トが検出された。

SK1土坑(図面6 図版8)

Aトレンチ中央西側に位置し、東にSK2が近接する。長径1,2m,短径1.lm1深さ27.8cm

を測り、円形を呈するものである。底面は平担で、壁はなだらかに立ち上がる。覆土は、上層

の暗茶褐色土(1・2層)と下層の茶褐色土(3層)とに分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈

している。

SK2土坑(図面6 図版7)

Aトレンチ中央部に位置し、西にSKL東にSK3が近接する。長径1.5m,短径1,2rn,

深さ97 . 5cmを測り、上面は不整円形、底面は長楕円形を呈する。底面に2基のピットを有し、

壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は、上層の暗茶褐色土(1～3層)と壁の崩落土と考えられ

ー13-



IV.検出遺構

る黄茶褐色土(4層)、そして下層の暗茶褐色土(5層)とに大きく分けられ、ほぼ自然堆積の

様相を呈している。この土坑は、その形状からいわゆる落し穴土坑と考えられるものである。

SK3土坑(図面6 図版6・7)

Aトレンチ中央東側に位置し、西にSK2が近接する。長径1,4m,短径1,lm,深さ98 . 5cm

を測り、上面は不整円形、底面は長方形を呈する。底面に3基のピットを有し、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。覆土は、上層の暗茶褐色土(1・2層)と中層の暗黒茶褐色土(3層)、そして

ロームブロックを含む下層(4・5層)とに大きく分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈してい

る。この土坑もSK2同様、いわゆる落し穴土坑と考えられるものである。

SK4土坑(図面6)

Dトレンチ中央部に位置する。長径1,3ms短径o.Sm,深さ26 . 8cmを測り、不整円形を呈す

るものである。底面は平担で、壁はなだらかに立ち上がる。覆土は、上層の暗茶褐色土(1・

2層)と下層の黄暗褐色土(3層)とに分けられ、ほぼ自然堆積の様相を呈している。

ピット(図面1・2・3 図版6・8・9)

各トレンチにおいて検出されている。断面の形状は、大きく①U字型②ツボ型③半円型の3

種類に分類される。また規模は、直径が0.2～0,9m,深さ0.1～0.5mを測る。これらのピット

は、その配列からみて、住居跡等の遺構に関係するものではないと思われる。

(3)歴史時代

歴史時代の調査は、A～Fトレンチのすべてにおいて実施し、その調査面積は717.1m2であ

る。これらの内、B・Cトレンチにおいて溝跡7条と、土坑1基が検出された。

SD1溝跡(図面7 図版11)

Cトレンチの北側に所在する南北溝跡で、発掘基準線のX?33144.Om, Y?32906.5mよりX-

33152.2m1Y?32906.2mの地点までの範囲で延長8.9mが検出された。溝と基準線南北方向は

ほぼ平行する。規模は上面幅0.8m,底面幅0.34mで確認面からの深さ62cmを測る。断面形は逆

台形を呈し、上面部分がやや開く形状である。底面はほぼ平担であるが一部分小穴がある。溝

跡内の堆積土層は、上層が暗褐色土層で、底面近くが暗黒褐色土層が充填されている。SK7

土坑と重複しており本溝が新しい。

-14-



IV.検出遺構

SD2溝跡(図面7 図版11)

Cトレンチの北側でSD1の西側に平行して所在する南北溝跡で、発掘基準線のX?33148.6

m, Y-32908.2mよりX-3315:3.Om, y-329o'7.gmの地点までの範囲に延長4.8mが検出された。

基準線南北方向に対し6度30分西偏する。規模は上面幅0.3m,底面幅0.1mで確認面からの深

さ25cmを測る。断面の形状はU字を呈する。溝跡内の堆積土層は、暗茶褐色土層で茶褐色土ブ

ロックが含まれる。

SD3溝跡(図面7 図版11)

Cトレンチの北側でSD1の東側に平行して所在する南北溝跡で、発掘基準線のX?33142.5rn-

Y-3290S.imよりX-:3314'7.6m, Y-32905.2mの地点までの範囲で延長5.6mが検出された。基

準線南北方向に対し3度東偏する。規模は上層幅0 , 4 m,底面幅0.1mで深さ20cmを測る。断面

の形状は皿状を呈し、底面には、径6～10cmの浅いくぼみがある。溝跡内の堆積土層は単一で

暗褐色土層で茶褐色土ブロックがまじる。

SD4溝跡(図面8 図版9)

Bトレンチ中央に所在する東西溝跡で、発掘基準線のX?33181.8m, Y?32919.8mよりはじまり、

東側のX?33182.2m, Y?32918.1mまでを確認し延長2.1mが検出された。基準線の東西方向に

対し6度南偏する。規模は上面幅1.16m底面幅0.52mで確認面からの深さ29cmを測る。断面形

は弓状を呈し、底面は凹凸がはげしく、はじまり部分には小穴が認められる。溝跡内の堆積土

層は暗茶褐色土で茶褐色土ブロックが多く含まれる土層である。

SD5溝跡(図面8 図版9・10)

Bトレンチの中央に所在し、SD4の北側に位置する東西溝跡で、発掘基準線のX-33180.0

m1Y -32920 . :,mよりX -33179 . 9m1Y-32916.9JTlの地点までの範囲で延長3.2mが検出され

た。溝と基準線の東西方向はほぼ平行する。規模は上面幅1.05m,底面幅0.24mで、確認面か

らの深さ57cmを測る。断面は逆台形を呈し、上面部分はラッパ状に開く形状である。底面はほ

ぼ平担で小穴等は認められない。堆積土層は上層が暗褐色土で底面に近くなるにっれて黒色土

粒子を多く含む土層が充填される。

SD6溝跡(図面8 図版9・10)

Bトレンチの中央に所在し、SD5のすぐ北側に位置する東西溝跡で、発掘基準線のX-

33178.9m, Y-329i9.8mからX-33179.0m, Y-32916.6mの地点までの範囲で延長3.16mが検
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IV.検出遺構

出された。溝と基準線の東西方向はほぼ平行する。規模は上面幅0,9m,底面幅0.34m,確認面

からの深さ48cmを測る。断面は逆台形を呈する形状である。底面はほぼ平担で、一部分に径10

cmの小穴がある。堆積土層は上部は暗褐色土で下層は黒色土粒子を多く含む土層が認められる。

SD7溝跡(図面8 図版9・10)

Bトレンチの中央でSD4とSD6の中間に所在する東西溝跡で、発掘基準線のX-33180.9

m, Y-32918.1mよりはじまりX-33180.9m, Y-32919.8mの地点までの範囲で延長1.7mが検

出された。発掘基準線の東西方向にほぼ平行する溝跡である。規模は上面幅0,36m,底面幅0.3

mで確認面からの深さ14cmを測る。断面は逆台形を呈し、底面には、径15cmの小穴がある。堆

積土層は暗褐色土で茶褐色土ブロックが多く含まれる土層である。

SK7土坑(図面7 図版11)

Cトレンチの北側に所在し、SD1と重複しておりSK7が古い。規模は長径1.48m1短径

1.3mで、深さ46cmを測る。平面形は長円形を呈し、断面はU字形である。堆積土層は暗茶褐色

土が上面で、下面に近くなるにつれて茶褐色土ブロックが多く含まれる土層が充填される。

これら各々の遺構から遺物は出土していないが、遺構内の堆積土層に黒褐色土や黒色土粒子

が含まれることより歴史時代の遺構と判断した。
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Ⅴ.出土遺物

本調査により出土した遺物は先土器時代の石器、礫などで総量はコンテナ4.5箱である。遺物

の詳細については一覧表に記した。遺物を大別すると、ナイフ形石器・尖頭器・剥片類・石核・

その他の剥片石器・礫石器であり、それぞれ遺物についての特徴について以下に記す。

なお、各石器群の分類の基準は、本遺跡で出土した遺物についてのみ便宜上分類したものであ
る。以下各々の分類を記述する。

1類 ナイフ形石器

第1・2文化層の主体となる石器である。素材となる剥片によって、2種目に細分される。

1 黒曜石を石材とし、縦長剥片を素材とした杉久保型ナイフ形石器、第1文化層に多い。

2 安山岩を石材とし、横長剥片を素材とした国府型系のナイフ形石器、第2文化層に多い。

1類2は、ユニット2で2点出土した。

2類 尖頭器

第1文化層中に出土する。いづれも黒曜石を石材とし、横長剥片を素材とした両面加工尖頭
器である。

3類 剥片類

剥片類は、1石刃状剥片、2調整剥片、3細石刃に分類した。

1 石刃状剥片は剥片の形態と大きさで3つに細分した。

a 長さ2～3cm1幅0 . 5cm前後、厚さ0 . 4cmo側面に打点を持つ黒曜石の横長剥片。

Fトレンチ第1文化層で主体となる。

b 長さ3.2～3.8cm,幅1.1～2.lcrn,厚さO - 4cmg片面に1～2本の稜を持つ安山岩の縦長
剥片。

Dトレンチ第2文化層で主体となる。

C 長さ6cm前後、幅2cm前後、厚さlcm前後。片面に自然面が1本の稜を持つ安山岩の
縦長剥片。

Dトレンチ第3文化層で主体となる。

2 調整剥片は剥片の形態と調整痕によって3つに細分した。

a 縦長・横長剥片の一部に微調整が施され、刃部が認められる刃部調整剥片。

各文化層に認められる。

b 不定形の剥片の一部に微調整が施され、刃部が認められる刃部調整剥片。

各文化層に認められる。
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Ⅴ.出土遺物

C 片面は短い不定方向からの剥離痕があり他面には主剥離面のみを残し、石核の打面再

調整の際に剥離された打面調整剥片。

各文化層に認められるがFトレンチ第2文化層に多い。

3 細石刃はFトレンチのユニット2で1点のみ出土したが、関連する細石核は出土してい

ない。

4類 石核は形態と剥離方向によって3つに細分された。

1 形態は球形、円錐形に近く剥離方向は不定方向である。

2 形態は角錐形に近く剥離方向は縦方向で、縦長剥片を剥離する。

3 形態は菱形に近く剥離方向は横方向で、横長剥片を剥離する。

5類 剥片石器類には、掻器・錐・台形石器が出土した。

6類 礫石器は片刃打製石斧・磨石が出土したがいづれも組成の中では少量である。

7類 楔形石器は剥片を素材とし、平行する何対かの潰れ(両極打法)の多い直線的・凹形の

刃によって形成された四角形あるいは多角形の石器である。

8類 小剥片、砕片。
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第3表 出土遺物一覧表 Aトレンチ・Bトレンチ

日 1

図面?図版1 器 種 1 分類 ] 出土位置 1石質?長さcm?幅… 備 考

1

9?1 12 石刃状剥片2二1、aIX- ?- チャート l.55 1,7 ?2.5 0.6 ラ長!ト折断
[シニ子1?ノ―?lTh 頭 器 2 Ⅴ 砂岩 3,3 1.5 0.6 2.5 横長剥片を素材?先端部と基〒lt*iA?」
9?3 12 掻 器 ??? V上部 ;7-T丁 2.9 1.0 8.1 W-ffi{*Ul

1

1

9?5 12 台 形 石 器 5 V上部 一 チャート 22 2.45?ノ、65 2,9二側!ご

゜?゜ "″′?シフフニ゜7181 115 “″″″ ″″″71デ
;

?!7 12 遣?刃ノよア臀竺 涜二土、a V 黒曜石 4,3 2,05 0.8 ?4.3 折面譲竺
ー

9?8 12 刃部竺?!?艷涜ニ?,二 V上部 チャート 2.35 2.2 0.7 そ5 基部フ―
1

9?9 12 刃部讐剥片 ヤ2、b V上部 チャート 3.5 2,5 0.5 ?夛.0 横長ニ竺窪素材
l

10-1 12 刃部調整剥片 3-2、b V上部 黒曜石 2.8 1.8 5.5 2,0 縦長剥片を素材

1

トw▽冫「二休?F;偏ct茎コ門T?二子T上部?一 黒曜石 3,1 2,5 0.5 2,7 縦長豪←
1

巨m二巨蓮=二ζ【寡i 3?2、C V上部 黒曜石 3,7 2.1 1,3 5,O 打面除去、ねじれた縦長剥片
10?4 12 打面調整剥片 憑二2、C V上部 一 黒曜石 3,05 1.65 0.7 剥.3-

1

1富▽1Y?;2←整剥片 3?2、C V上部 一 安山よ 5.2 2,6 0.8 4.3
1

W?゜ Y?14竺!゜?″′716 "ニー" ″ ″&?"゜″
1

1

10?8 13 石 核 4?3 V 砂岩 5.1 2.2 1.O- 9.5 両側縁に自然面
1

10?9 13 石 核 4?2 V上1 チャート 4.ロ[二り霊丁二二秤罰[二→=丁
1

→▽コ1?]論]】1? ]青3 Ⅴ上部 黒曜石 5,3 2.75 1.8 15,6
ー

11?2 ? 13 打?製 石 斧 6 Ⅴ上部 砂竺 ?.05 5.0? 2,2 83,5 片面調整
1

Bトレンチ

1

図面図版 器2 分類 出土位置 石質クさ…%?重量ク 備 考

1

1ト3 13 石刃状剥片 3?L l1 - 一 安山岩 2.95 フ.3 ?1.2 涜H 平担打面で基部折断 一
!戸小・η七云ク?F←「動丁Ⅷ神←

1

1

12?2 13 石 一 核 4-3 ? v111 安山岩 4,7 3.0 1.3 15、3 横長剥片剥離
1

1
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第4表 出土遺物一覧表 Cトレンチ・Dトレンチ・Eトレンチ

1

1

備

Cトレンチ

図 面1図 版1 器 種 1 分 類 1 出土位置 1 石 質1長さ…1 幅cmI厚さcm1重量ク

12-41 14 1掻 ?? 一 器 5 ⅠⅤ 黒曜石 3,0 2,65 0.7 4,5

Dl・レンチ

図 面陣 版1 器 種 1 分 類 1 出土位置 1 石 質 l長さcm? 幅cm?厚さcml重量7

黒曜石

2 N チャート1 5.01 2.51 1.11 8.01横長剥片を素材、未整品?

13-31 14 1石刃状剥片口-1、b?V 安山岩

13-41 14 1石刃状剥片?3-1 b1Ⅴ 安山岩

13-51 14 1わ刃状剥片?3-lbIV1 安山岩

113-61 14 1石刃状剥片?3-1 b?Ⅴ

13-71 14 1b刃状剥片?3-LaIV1
1

黒曜石

安山岩

13-101 14 ?打面調整剥片?3-2、Cいr

13-91 14 1石刃状剥片?3-2、a?V巳 安山岩

安山岩 4.11 「91 0.61 3.41自然面を持つ

13-111 14 ?打面調整剥片?3-2、Cいr 安山岩 1 3.551 1.11 0.61 1.8?自然面を持つ

安山岩

14-21 15 ?打面調整剥片?3-2、C?Ⅴl 黒曜石

洪

粘板岩 1 9.01 6,01 6,01 300,01接合

15-11 16 1石刃状剥片?3-1.C?VIV111 安山岩

15-21 16 1石刃状剥片?3-1.C?SK6、V111

1

Eトレンチ

図 面?図 版1 器 種 l 分 類 1 出土位置 1 石 質?長さcm1 幅cm?厚さcm?重量7

15-31 16 ?ナイフ形石器1 1-1 ?VⅠ

備 考

備 考
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第5表 出土遺物一覧表 Eトレンチ・Fトレンチ
?ご

「 1

図 面 図 竺 器 種 分 類 出土位置 石 質 長さcm 幅cm 厚さcl量7
ー

15-5 16 縦長剥片;、aVI 黒曜石 2,45 1.5 0,4 0,9 I

Fトレンチ

ー

図 面 図 版 器 種 ! 類 出土位置 石 質 長さcm 幅… 厚さ印 重シ 備

ー

;5?6 16 尖 頭 竺星? ユご、IV一 黒曜石 2,75 1,55 0.冒.4 横長竺を素材
1

桓園セ「](」=11(賢層1ご ユ1、IV 黒曜石 l,55 1,15 0,55 0.8
1

16?1 16 刃部調整剥片 3?2、b ユ2、IVμ艷 黒曜竺 1.9? 1,25ノ.4 0,6 縦長竺頌艷艷M
1

ト2 16 刃〒〒2艷竺ハ ?二で、b ユ1、IV下部 チャート 3.5 2.4 0,65 4.2 縦長剥片を素材 1

16?3 ?16 横 竺?竺」生一当二ぶ,冑 ユ2、IV 粘板岩 2,8 3.5 0.7 5,2
1

16?4 16 刃部調整剥片 3?2、b ユ1、IV 一 黒曜た- 3,2 4.4 0.7 ? 6.9 横長剥片を素材
1

彎ニ? 16 打竺竺竺竺嬢一艷醪シ,C? ユ1、IV チ二?ト 2、15 2.35 0.65 1.9
1

16?6 16 打面調整剥片 3?2、C ユ1、IV チャー1- 1.85 1,!5 0.!1,5
1

1

1

艷! 17 遣 核 一?罎二↓ プJプⅤ下部 チポート 3.艷 2,9 ?艷8 24.7
1

1

[区「E( 富冨1-トI王可ヨ
1

17-3 17 ナイフ形石器 1-1 ユ2、Ⅴa上部 チャート 1.3 1.35 0.35 0.55 基部?
1

1尉7 17 ナイffi1 君2、Ⅴa上部 黒曜石 2.青- 1,6 ノ.7 2,0 竺
1

1癒げ 17 ?ナイi二y器 ?1ニ?1 ユ2、Ⅴa 黒曜石 4.7 0,7 1.55 2.4 上下両端!竺側の竺竺竺竺奇竺i
"″?゜"▼′鍵門町↓力茫7゜- ゜1“ ““゛■?゜?゜ ゛゜
1竺7 ノ7 ナイフ形石器 ト2 げ2、Va下部 安山岩 ? 4.6 1」?1 ?2/2.1

1

17?81 17 ?ナイフ形石器1 ト2 ?ユ2、Ⅴa上部?安山岩
1

1

17-10 17 楔 形 石 器 7 ユ2、Ⅴa下部 チャート l.7 2,3 1,1 3,2

18-1 17 石刃状剥片 3?2、a ユ2、Ⅴa上部 黒曜23,7艷2.65?0.9 竺ブ 縦長;
1

18-21 17 1石刃状剥片?3?2、a?ユ2、Va下部?安山岩 1 3,551 2.251 0,51 4.7
1

備 考

考
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第6表 出土遺物一覧表 「トレンチ

口
図 面 図 版 器 種 分 類 出土位置 石 質 長さcm 幅cm 厚さcm 重量ク 備

18-3 17 石刃状剥片 3?2、a %、Ⅴa下部 黒曜石 0.85 3.0 0.45 0.I長剥片を素材
18?4 17 石刃状剥片 3?2、a ユ2、Va ?二曜石 2.9 1.75 0.6 1,5

18?5 17 刃部調整剥片 3?2、b ユ2、Ⅴa一 黒曜石 2,1 1.65 0,35 1.1

18?6 17 刃部調整剥片 3?2、b ユ2、Ⅴa下部 黒曜石 2.1 r-5 1,5
?7 18 刃部調整剥片 3?2、a ユ2、Vb 黒曜石 フ.9 1,0 0.4 0.6 縦長剥片を素材

18 刃部調整剥片 3?2、a ユ2、Vb 黒曜石 --1.0 2,2 0.4 0.9 横長剥片を素材

18?9 18 刃部調整剥片 3?2、a ユ2、Vb 黒曜石 2.3 1.1ソ0.45 0.8 縦長剥片を素材

1810 18 剥 片 3?2、bユl1ya上部 チャート 5,1 2.9 0.45 6,2

18-11 18 打面調整剥片 3?2、c ユ2、Ⅴa下部 黒曜石- 3,15 3,1 0,7 3.O

19-51 18 1石 核 卜2 ユ1、Va上部 チャート 2.5 3.1 2.15 13,閃
19-61 18 1石 核 4?3 ユ1、Va上部 黒曜石 4.5 6?35 1.5 32,3 横長剥)+M-1離石核

「IⅢiS ;E n 4-2 12、Va Fチャート1 4.下3.151 2,41 32.7?横長剥片剥離

20-31 19 1磨 石 6

考

1

1

1
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Ⅵ小 結

本遺跡では先土器時代、縄文時代、歴史時代の遺構、遺物が検出され出土したが、主体とな

るのは先土器時代である。ここでは、本遺跡での文化層の内容と、周辺遺跡との関連による遺

跡立地の問題について述べる。

1.文化層の内容
(註1)

遺物の出土層と組成によって3つの文化層を設定した。これを、武蔵野台地における文化期

と対応させると第1・2文化層はナイフ形石器・両面加工の尖頭器中心の組成から、ほぼ第IIb・III

文化期に相当する。さらに、これまで国分寺市域においては第III文化期の特徴的な石器である

細石刃と細石核は明確な出土状況が認められなかったが、ユニット2においてⅤ層(ハードロ

ーム層)中より細石刃が出土した。しかしながら、1点のみであり細石核が伴わないため石器

組成として認められるかは、今後の周辺調査の増加を待たねばならない。第3文化層からは比

較的長い石刃状剥片と石核が出土しているが、ナイフ形石器や尖頭器といった製品は出土して

いない。

第2文化層における剥片の形態の違いについて観察すると、同一の文化層であるDトレンチ

と、Fトレンチのユニット2の剥片は、前者は3-1b類(長さ3.2～3.8cm1幅1.1～2 . lcm,

厚さ0 . 4cm0片面に1～2本の稜を持つ安山岩の縦長剥片)が主体で、後者が3-2b類(不定

形の剥片の一部に微調整が施され、刃部が認められる刃部調整剥片)が主体となっている。こ

れは、剥片剥離技術の違いが、そのまま石器製作者集団の違いを反映しているかどうかに係わ

つてくる問題であるが、本調査においては、同一文化層中に異なる剥片剥離技術によって剥離

された石刃状剥片群が存在していたことについてのみ指摘しておく。

2.周辺遺跡との関連

本調査区の北、恋ケ窪谷を挟んだ北側台地上には、熊ノ郷遺跡が位置する。熊ノ郷遺跡の主体
(註2)

となる文化期はIIa亜期に属しており、本調査区より一段階古い遺跡である。また北西部のほ

ぼ同一斜面にあたる都市計画道路228号線の露頭からは、本調査区と類似した石器群が採集さ
(註3)

れて、その中には細石刃状の小形石刃状剥片が検出されている。さらに、東側の小支谷を挟ん
(註4)

だ台地上に位置する恋ケ窪遺跡において主体となる石器群の文化期はIV期に属する。現状で把

握できる遺跡の立地と文化期は、熊ノ郷遺跡や恋ケ窪遺跡のように恋ケ窪谷の北側には、IIa亜

期とIV期といった比較的古い文化期と新しい文化期の遺跡があり、恋ケ窪谷の西側においては、

III期の遺跡が広がる傾向にあると言えよう。

以上の観察から、恋ケ窪谷を挟んだ武蔵野台地面には、IIa亜期～IV期にかけての遺跡が点
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VI小 結

在し、縄文時代、歴史時代の遺構の存否にかかわらず先土器時代の遺構・遺物が検出される可

能性が高いことが明らかとなった。今後この地域における先土器時代の遺跡群としての性格究

明が重要な課題となるであろう。

(註1)小田静夫 1980年武蔵野大地に於ける先土器時代の文化層について7期に細分し編年をおこなった。

「講演録 武蔵野台地に於ける先土器時代」『神奈川考古第8号ナイフ形石器文化終末期の問題

(ⅠⅠ)』

(註2)実川順- 1986年熊ノ郷遺跡出土の先土器時代遺物について分類を行い武蔵野台地の文化期IIa亜

期に対比させた。「国分寺市内における先土器時代の様相(三)」『国分寺市史 上巻』

(註3)広瀬昭弘 1978年市道2・2・8号線造築において先土器時代の遺物が検出され文化層3枚が確認さ

れた。

(註4)実川順- 1986年恋ケ窪遺跡第15次調査出土の先土器時代遺物の分類を行い武蔵野台地の文化期ⅠⅤ

期に対比させた。「国分寺市内における先土器時代の様相(四)」『国分寺市史 上巻』
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図面



 



図面1 Aトレンチ先土器・縄文・歴史時代全体図
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図面2 B・C・Dトレンチ先土器・縄文・歴史時代全体図

SD-3

I X -33150

込11・・X -33190

-

ハ
の
E-3

X -33230

l口 1t-2 ー

E-1

k

府
中
街
道

-

X-33155
-

X -33270

X-33310
-

Y-32960 Y -.32900

1?20m

Y -32927
1

\\-」
Y -33181
-

Bトレンチ

X -33186
-

～

5

帥
ぴ
SK-5

j▽SK-6

Dトレンチ

X-33196

:tl

い,.・
1

゜1ナ゜:・/ ・先土器時代遺物

゜.i
・・

ド

X -33206
-

Y -32925

SD-1

X -33145

SD-2

SK-7

0

X-33155
-

CトレンチCトレンチ Cトレンチ
0

ー

Y-32907 y -32910 y -32907 Y -32904- 32907

Bトレンチ

◎

SD-6

SD-5

SD-7!ギコ

q與 SD-4

O
関

Q SK-4

彎

◎

O

Dトレンチ

X -33186

1

Y -32919

Bトレンチ

1

Y -32925
0

Y -32920
1

10m



図面3 E・「トレンチ先土器・縄文時代全体図
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図面4 Fトレンチュニット1・2礫石器分布図
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図面5 「トレンチュニット2焼礫接合図
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図面6 A・Dトレンチ先土器・縄文時代土坑平面図
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図面7 Cトレンチ歴史時代溝跡・土坑全体図
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図面8 Bトレンチ歴史時代溝跡平面図
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図面9 Aトレンチ先土器時代出土遺物
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0P図面[ Aトレンチ先土器時代出土遺物
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図面13 Dトレンチ先土器時代出土遺物
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図面14 Dトレンチ先土器時代出土遺物
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図面15 D・E・「トレンチ先土器時代出土遺物
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図面16 「トレンチ先土器時代出土遺物
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図面17 「トレンチ先土器時代出土遺物
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図面18 「トレンチ先土器時代出土遺物
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図面19 Fトレンチ先土器時代出土遺物
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千3 先土器時代調査トレン図版
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チ4 先土器時代調査トレン図版
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図版6 先土器時代・縄文時代調査トレンチ
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図版7 縄文時代 土坑
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図版8 縄文時代調査トレンチ・土坑
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図版9 縄文時代・歴史時代調査トレンチ
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図版11 歴史時代 溝跡
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図版12 Aトレンチ先土器時代出土遺物
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図版13 A・Bトレンチ先土器時代出土遺物
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図版14 B・C・Dトレンチ先土器時代出土遺物
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15図版: Dトレンチ先土器時代出土遺物
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図版16 D・E・「トレンチ先土器時代出土遺物
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図版17 Fトレンチ先土器時代出土遺物

ー
一一--

一

11ヒ1

・
r
専・

マ1

【・

)

一

雫
l

1

I
l▲

1

警

一

f

}

rtil

し」
,1
4皇I
くJ
-

一
・

)

1

1

1

i1

戸,

-

詳
逓
引
田

一

17-1

16-9

17-3
―

17-2 17-4

撫

1

ナ
1℃

吻 惜)

I,

・

V

▲

1

-

1 ▼ト1

F

1

か

九

L,

賢

1

▼1

ゝJ

?

r

■

u
r

鴫,一

V

1
ー

=
v 1

―

シ
I:

一

41!吃

匂 lI1
門

r鴫1
ド
め1
〆

ト
?

【 r
し幽彊1

i゛

17-5

17-6 ゛口-] 17-8 17-9

▲
4

k

r
-

14

L゛.,.i?・、4

j

一

ゝ
h

1

X
、

,1-h -
-

r「1
制
▼・

k

賑

)

17-10 18-1

-

1
-

ー

18-2

7
 
ら
人
儒
「

h
―
Ⅰ
1
3

1
偽

F,1
P
V

1

田18
-3

ワ
r

一
, (゛

r
ぢ 』 r5

L

18-4

一

18-5

r]

!

鳴
1 11■■■ 1



図版18 Fトレンチ先土器時代出土遺物
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